
記載例1

円

銀行　信用金庫

農協　漁協

口座の種類 口座番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

ふりがな

口座名義

　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住所又は所在地　黒潮町佐賀1092番地1

 ３　振込先

705,000

 大分類（ 　卸売業・小売業　 ）中分類（　各種商品小売業　 ）

黒潮　太郎

黒潮町佐賀1092番地1

くろしお商店

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  氏名又は法人名　くろしお商店

 黒潮町内での事業開始日

　また、黒潮町事業者経営サポート給付金の給付決定後は、同給付金を下記の口座に振り込

んでいただきますよう請求します。

くろしお　たろう

黒潮　太郎

普通  ・  当座

金融機関名

 担当者

〇〇
支店　支所

出張所
〇〇

 様式第１号（第６条関係）

　 黒潮町長　　　　　　様

記

 氏名（　　　黒潮　次郎　    ）　電話（　0880-55-1234    ）

 ２　事業を実施する事業所等

平成 25 年 ４ 月 １ 日

黒潮町事業者経営サポート給付金給付申請書兼請求書

 事業所の名称

 代表者役職氏名

 業種（日本産業分類）

 事業所の所在地

　黒潮町事業者経営サポート給付金の給付を受けたいので、黒潮町事業者経営サポート給付

金事業実施要綱第６条の規定により、関係書類を添えて下記のとおり申請します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人代表者名    黒潮　太郎

令和 ３ 年 12 月 15 日

 １　黒潮町事業者経営サポート給付金給付申請額

㊞

別紙内訳書の給付金

給付額を記入



記載例１

円

円

％

28.13
(C)／(A)×100

 売上減少額（円）
100,000 30,000 100,000 110,000 90,000

（C）＝（A）-（B）

 売上減少率（％）
40.00 14.29 33.33 30.56

150,000 180,000 200,000 250,000 230,000
（B）

140,000
（A）

区　　分 令和３年５月 令和３年６月 令和３年７月 令和３年８月 令和３年９月

 令和３年の売上額（円）

 比較月の売上額（円）
250,000 210,000 300,000 360,000 320,000

２　月別売上額の比較

区　　分 令和元年５月 令和元年６月 令和元年７月 令和元年８月 令和元年９月 月平均売上額

注　給付金対象業種売上割合は、２分の１以上が確認できるところまで記載して下さい。

62.50

ウ　・　エ

 事業収入額　（A） 2,500,000 円
　　 令和２年４月から

 給付金対象業種売上額　（B） 1,500,000 円
　　 令和３年３月まで

 給付金対象業種売上割合　（B／A） 60.00 ％

 エ　令和２年５月２日から令和３年４月１日までに起業した個人事業者等  起業した月から令和３年４月までの事業収入の額が月平均１２万５千円

事業者の区分

ア　・　イ 令和２年

 事業収入額　（A） 4,000,000

 給付金対象業種売上額　（B） 2,500,000

 給付金対象業種売上割合　（B／A）

 ア　平成３０年１２月３１日以前に起業した個人事業者等  令和元年又は令和２年の事業収入の額が３００万円

 イ　平成３１年１月１日から令和２年１月１日までに起業した個人事業者等  令和元年又は令和２年の事業収入の額が１５０万円

 ウ　令和２年１月２日から令和２年５月１日までに起業した個人事業者等  起業した月から連続する１２箇月の事業収入の額が１５０万円

別紙　給付金積算内訳書

１　事業収入額

   事業収入の額が、次のアからエまでの区分に応じ当該区分に掲げる額以上である個人事業者等で、当該事業収入に対する黒潮町事業者経営サポート給付金事業実施

 要綱第２条各号に掲げる業種に係る売上額が２分の１以上を占める個人事業者等

事業者の区分 事業収入額

【例】

起業日：平成25年4月1日（区分ア）

事業収入額：400万円

給付金対象業種売上額：250万円

【例】

起業日：令和2年4月1日（区分ウ）

事業収入額：２５０万円

給付金対象業種売上額：１50万円

50%未満は対象外

エクセル入力の場合は

自動計算するので入力

不要

売上減少額、売上減少

率（％）は、エクセル入力

の場合は自動計算する

ので入力不要

減少率20パーセント未満

のため６月分は対象外

事業者の区分に応じ

て定めた事業収入額

以上であることを確認

事業者区分エに該当の場合は、

起業月から連続する５ヶ月

（５ヶ月未満の場合はその間）

の月平均売上額を記入

→１２万5千円以上であること。



記載例(共用費目あり)１注

１　令和２年５月１日以前に起業した個人事業者等は、令和３年の月と令和元年又は令和２年の同じ月の売上額により売上減少額及び売上減少率を算定して

　ください。

注　燃料費は、ボイラー、ストーブ等により熱を得るための燃料費に限る。

２　令和２年５月２日以降に起業した個人事業者等は、起業した月から令和３年４月までの間で起業した月から連続する５箇月の月平均売上額（５箇月に満

  たない場合は、起業した月から令和３年４月までの月平均売上額 ）を記入のうえ、売上減少額及び売上減少率を算定してください。

３　給付金積算額

費目名 令和３年５月 令和３年６月 令和３年７月 令和３年８月 令和３年９月 合　　計

660,000

 ② 水道代（円） 20,000 35,000 45,000 40,000 140,000

 ① 電気代（円） 100,000 180,000 200,000 180,000

185,000

 ④ 燃料費（円） 50,000 50,000

 ③ ガス代（円） 40,000 45,000 55,000 45,000

給付金給付申請額

705,000 円
※住居又は給付金の対象外の業種との共用の場合は上記の電気代、
水道代、ガス代及び燃料費の額の２分の１の額。

※１，０００円未満切捨て

① ～ ④　合計 1,035,000 円（内共用分 660,000 円）

上記の電気代、水道代、ガス代及び燃料費は、住居又は
給付金の対象外の業種との共用であるか

共用である  □ 共用ではない □
一部が共用  □

(費目名:　電気代　　　　)

✔

添付の領収書又は請求書

若しくは利用明細の写しの

内容と年月・金額が一致

すること。

消費税抜きの金額を記入

全費目が共用である場合は

ここにチェック

↓

①～④合計額と同じ額を右

の（）内に記入

↓

給付申請額は①～④合計額

の1/2

一部費目が共用である場合は

ここにチェック

↓

共用である費目の合計額を

①～④合計額右の（）内に記入

↓

給付申請額は

共用ではない費目の全額

+

共用である費目の金額の1/2

エクセル入力の場合

は自動計算するので

入力不要

記載についてご不明な点がございましたら、下記までお気軽に

お問い合わせください。

【 黒潮町役場 海洋森林課 商工係 電話 ５５－３１１５ 】



記載例(共用費目なし)１注

１　令和２年５月１日以前に起業した個人事業者等は、令和３年の月と令和元年又は令和２年の同じ月の売上額により売上減少額及び売上減少率を算定して

　ください。

注　燃料費は、ボイラー、ストーブ等により熱を得るための燃料費に限る。

２　令和２年５月２日以降に起業した個人事業者等は、起業した月から令和３年４月までの間で起業した月から連続する５箇月の月平均売上額（５箇月に満

  たない場合は、起業した月から令和３年４月までの月平均売上額 ）を記入のうえ、売上減少額及び売上減少率を算定してください。

３　給付金積算額

費目名 令和３年５月 令和３年６月 令和３年７月 令和３年８月 令和３年９月 合　　計

660,000

 ② 水道代（円） 20,000 35,000 45,000 40,000 140,000

 ① 電気代（円） 100,000 180,000 200,000 180,000

185,000

 ④ 燃料費（円） 50,000 50,000

 ③ ガス代（円） 40,000 45,000 55,000 45,000

給付金給付申請額

1,035,000 円
※住居又は給付金の対象外の業種との共用の場合は上記の電気代、
水道代、ガス代及び燃料費の額の２分の１の額。

※１，０００円未満切捨て

① ～ ④　合計 1,035,000 円（内共用分 円）

上記の電気代、水道代、ガス代及び燃料費は、住居又は
給付金の対象外の業種との共用であるか

共用である  □ 共用ではない □
一部が共用  □

(費目名:　　　　　　　　)

✔

添付の領収書又は請求書

若しくは利用明細の写しの

内容と年月・金額が一致

すること。

消費税抜きの金額を記入

全費目が共用ではない場合は

ここにチェック

↓

給付申請額は①～④合計額と同額

エクセル入力の場合

は自動計算するので

入力不要

記載についてご不明な点がございましたら、下記までお気軽に

お問い合わせください。

【 黒潮町役場 海洋森林課 商工係 電話 ５５－３１１５ 】


